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10．海陸連続探査の各種処理断面比較
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H24海陸統合探査

MDRS処理 時間断面（マイグレーションなし）

0 1 2 3 4 5km
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MDRS処理 時間断面（マイグレーションあり）
 MDRS処理を実施しているH24海陸統合探査測線に
おいては，重合時間断面（マイグレーションなし），マ
イグレーション時間断面ともに，地質構造解釈の上
で重要な反射面の情報を概ね同様に確認すること
ができる。
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資料２－２ p11-2 再掲新規
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H24海陸統合探査

MDRS処理 深度断面（マイグレーションあり）

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line1測線

時間断面（マイグレーションあり）

時間断面（マイグレーションなし）

H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

 H28海陸連続探査 H28-Line1測線において
は，重合時間断面（マイグレーションなし），マ
イグレーション時間断面ともに，地質構造解
釈の上で重要な反射面の情報を概ね同様に
確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断
面における向斜軸等が適切な位置（深度）・
形状に戻されていると考えられ，マイグレーシ
ョン処理の効果がみられる。

 深部において弱い「スマイルノイズ」（下に凸
の丸みを帯びた疑似反射面群）がみられる箇
所があるが，重合時間断面と比較しながら真
の情報と考えられる反射面を捉えることが可
能であり，解釈において特に問題となるもの
ではない。
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line1測線

深度断面（マイグレーションあり）

（V：H=１：１）

一切山東方断層の

北方延長推定区間

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line2測線

時間断面（マイグレーションあり）

時間断面（マイグレーションなし）

H28-U5 H6-B

H28-Line1敷地

H28-U5 H6-B

H28-Line1敷地  H28海陸連続探査 H28-Line2測線においては，重合時
間断面（マイグレーションなし），マイグレーション時間断
面ともに，地質構造解釈の上で重要な反射面の情報を
概ね同様に確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面における
向斜軸等が適切な位置（深度）・形状に戻されていると考
えられ，マイグレーション処理の効果がみられる。

 深部において「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを帯びた
疑似反射面群）がみられる箇所があるが，重合時間断面
と比較しながら真の情報と考えられる反射面を捉えるこ
とが可能であり，解釈において特に問題となるものでは
ない。

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line2測線

H28-U5 H6-B H28-Line1

敷地

深度断面（マイグレーションあり）
H28-C2測線

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

（V：H=１：１）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line3測線

時間断面（マイグレーションあり）

時間断面（マイグレーションなし）

H28-U5 H6-B
H28-Line1

敷地

H28-Line1

 H28海陸連続探査 H28-Line3測線においては，重合
時間断面（マイグレーションなし），マイグレーション時
間断面ともに，地質構造解釈の上で重要な反射面の
情報を概ね同様に確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面にお
ける向斜軸等が適切な位置（深度）・形状に戻されて
いると考えられ，マイグレーション処理の効果がみら
れる。

 深部において弱い「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを
帯びた疑似反射面群）がみられる箇所があるが，重
合時間断面と比較しながら真の情報と考えられる反
射面を捉えることが可能であり，解釈において特に問
題となるものではない。

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line3測線

深度断面（マイグレーションあり）

H28-U5 H6-B H28-Line1

敷地

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

（V：H=１：１）

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line4測線

H28-Line1

H28-Line1

時間断面（マイグレーションあり）

時間断面（マイグレーションなし）

 H28海陸連続探査 H28-Line4測線においては，重合時間断面（
マイグレーションなし），マイグレーション時間断面ともに，地質構
造解釈の上で重要な反射面の情報を概ね同様に確認することが
できる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面に比較して明瞭に
なった反射面がみられるとともに，傾斜した反射面の深度がわず
かながら補正されていると考えられ，マイグレーション処理の効
果がみられる。

 深部において弱い「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを帯びた疑似
反射面群）がみられる箇所があるが，重合時間断面と比較しな
がら真の情報と考えられる反射面を捉えることが可能であり，解
釈において特に問題となるものではない。
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H28-Line4

10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－Line4測線

H28-Line1深度断面（マイグレーションあり）

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

（V：H=１：１）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28－U5測線
H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

時間断面（マイグレーションなし）

時間断面（マイグレーションあり）
 H28-U5測線においては，重合時間断面（マイグレーションなし），マイグ
レーション時間断面ともに，地質構造解釈の上で重要な反射面の情報
を概ね同様に確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面に比較して明瞭になった
反射面がみられるとともに，傾斜した反射面の深度がわずかながら補
正されていると考えられ，マイグレーション処理の効果がみられる。

 深部において弱い「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを帯びた疑似反射
面群）がみられる箇所があるが，重合時間断面と比較しながら真の情
報と考えられる反射面を捉えることが可能であり，解釈において特に問
題となるものではない。

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28－U5測線
H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

深度断面（マイグレーションあり）

（V：H=１：１）

H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p11-13 一部修正新規
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尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－C2測線

時間断面（マイグレーションなし）

時間断面（マイグレーションあり）

 H28海陸連続探査 H28-C2測線においては，重合時間断面（マイグレーションなし），マイグレーショ
ン時間断面ともに，地質構造解釈の上で重要な反射面の情報を概ね同様に確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面に比較して明瞭になった反射面がみられ，マイグレー
ション処理の効果がみられる。

 深部において「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを帯びた疑似反射面群）がみられる箇所があるが，
重合時間断面と比較しながら真の情報と考えられる反射面を捉えることが可能であり，解釈におい
て特に問題となるものではない。

第643回審査会合（H30.10.19）
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深度断面（マイグレーションあり）

10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－C2測線

H－6断層（一切山東方断層）

（V：H=１：１）

H－6断層（一切山東方断層）

第643回審査会合（H30.10.19）
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10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－C4測線

時間断面（マイグレーションなし）

時間断面（マイグレーションあり）

 H28海陸連続探査 H28-C4測線においては，重合時間断面（マイグレーションなし），マイグレーショ
ン時間断面ともに，地質構造解釈の上で重要な反射面の情報を概ね同様に確認することができる。

 マイグレーション時間断面では，重合時間断面に比較して明瞭になった反射面がみられ，マイグレー
ション処理の効果がみられる。

 深部において弱い「スマイルノイズ」（下に凸の丸みを帯びた疑似反射面群）がみられる箇所がある
が，重合時間断面と比較しながら真の情報と考えられる反射面を捉えることが可能であり，解釈にお
いて特に問題となるものではない。
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深度断面（マイグレーションあり）

10．海陸連続探査の各種処理断面比較

H28海陸連続探査 H28－C4測線

F-3断層 F-９断層 ｍ-ａ断層

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（東北敷地のみ））

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

（V：H=１：１）

F-9断層 m-ａ断層F-3断層
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余 白
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11．H28海上音波探査の解析結果
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M5（北部））

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-2 一部修正新規
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破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M5（南部））

マイグレーション時間断面

マイグレーション時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-3 一部修正新規

Ｎ← →Ｓ

Ｎ← →Ｓ

破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M6（北部））

マイグレーション時間断面

マイグレーション時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-4 一部修正新規
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破線：推定
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断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M6（南部））

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-5 一部修正新規
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破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M7）

H28-M７

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-6 一部修正新規
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破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M8）

H28-M8

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-7 一部修正新規

Ｗ← →Ｅ

Ｗ← →Ｅ

破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M9）

H28-M9

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-8 一部修正新規

Ｗ← →Ｅ

Ｗ← →Ｅ

破線：推定

推定断層

断層
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H28-M10

11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M10）

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-9 一部修正新規

Ｗ← →Ｅ

Ｗ← →Ｅ

破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M11）

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-10 再掲新規

Ｎ← →Ｓ

Ｎ← →Ｓ

破線：推定

推定断層

断層
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11．H28海上音波探査の解析結果

敷地前面海域の地質構造（H28－M12）

マイグレーション 時間断面

マイグレーション 時間断面

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－２ p12-11 一部修正新規

Ｎ← →Ｓ

Ｎ← →Ｓ

破線：推定

推定断層

断層
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12．反射面を断層面と解釈した例



12-212．反射面を断層面と解釈した例

（参考）文献における反射面を断層面と解釈した例（Xiao and Suppe(1992)）

 Xiao and Suppe（1992）は，リストリックな正断層の上盤側の地層の変形形態の検討において，南ルイジアナやメキシコ湾の探査記録の事例を示しているが，これらの探査記録では，深部
において低角化した断層の一部が反射面として認められる。

 浅部においては，反射面の不連続部が連続する比較的高角度の正断層が見られる。
 断層は深部において低角化しているが，反射面の不連続部あるいは一部で比較的明瞭な反射面として見られる。

リストリックな正断層の例（Xiao and Suppe（1992）)

左図： Southern Louisiana rolloverの例（Figure 19（上），20a（下）) 右図： Mississippi Canyon rolloverの例（Figure 21（上），22a（下）)

新規
第643回審査会合（H30.10. 19）

資料２－１ p6-83 再掲



12-312．反射面を断層面と解釈した例

（参考）文献における反射面を断層面と解釈した例（Moore et al.(2009)）

 熊野灘沖の南海トラフを対象に実施されたＩＯＤＰプロジェクトの探査記録
（Moore et al.（2009））によれば，プレート境界をなす主逆断層や分岐断層が
認められるが，一部に反射面として認められる比較的低角な分岐断層も見ら
れる。

熊野灘沖の南海トラフの分岐断層の例（Moore et al.（2009））

右上図： 位置図（Figure F1，F7） 左下図： 熊野断面の例（Figure F8) 右下図： 同ボーリング位置付近拡大（Figure F9)

新規
第643回審査会合（H30.10. 19）

資料２－１ p6-85 再掲
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13．重力異常と地下構造



13-2

 敷地～敷地近傍の地下構造に関して，大深度地下構造の影響を排除した地下構造の傾向を考察するため，重力異常の1次傾向面を求め，これを除去した重力異常図を作成した。

 1次傾向面を除去した重力異常図は，高重力域及び低重力域の分布域の位置，規模や急勾配を示す領域の位置等について，除去前の重力異常図（ブーゲー異常）と概ね同様の傾向が
認められるが，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

13．重力異常と地下構造

傾向面分析

仮定密度ρ＝2.67/cm3，格子間隔1,000m，
コンター間隔は1mGal

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のデータセットを用いて重力異常図及び等値線を作成した。

mGal mGal

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p6-108 再掲新規

mGal mGal

重力異常の1次傾向面（広域） 重力異常の1次傾向面（敷地近傍）1次傾向面を除去した

重力異常図（広域）

1次傾向面を除去した

重力異常図（敷地近傍）

（右図範囲） （右図範囲）
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 敷地～敷地近傍の地下構造に関して，地下深部の構造を反映するローパスフィルタとみなせる1,000ｍ上方接続を実施するとともに，比較的浅部の地下構造の傾向を考察するためこれを除
去した重力異常図を作成した。（重力異常は前処理として1次傾向面を除去。）

 1,000ｍ上方接続結果は，高重力域及び低重力域の分布域の位置，規模や急勾配を示す領域の位置等について，重力異常図と概ね同様の傾向が認められるが，敷地～敷地近傍に分布す
るNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

 一方，1,000ｍ上方接続結果を除去した重力異常では，全体的に小規模～中規模のブロックが存在する可能性を想起させるパターンとなっているが，敷地直下に小規模な凹地の存在が示唆
されるものの，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

13．重力異常と地下構造

上方接続結果除去①

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のデータセットを用いて重力異常図及び等値線を作成した。

mGalmGal

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p6-109 再掲新規

mGal mGal

重力異常の1,000m上方接続結果（広域）

（重力異常は1次傾向面を除去）

重力異常の1,000m上方接続結果（敷地近傍）1,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（広域）

1,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（敷地近傍）

仮定密度ρ＝2.67/cm3，格子間隔1,000m，
コンター間隔は1mGal

（右図範囲） （右図範囲）
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 2,500ｍ上方接続について検討した。

 2,500ｍ上方接続結果は，敷地南方の泊層堆積域に対応する高重力域が海域の広範な高重力域の張り出し状になっている他は，1,000ｍ上方接続結果と概ね同様の傾向が認められる
が，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

 2,500ｍ上方接続結果を除去した重力異常でも， 1,000ｍ上方接続結果を除去した重力異常と概ね同様の傾向が認められるが，敷地直下に小規模な凹地の存在が示唆されるものの，敷
地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

13．重力異常と地下構造

上方接続結果除去②

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のデータセットを用いて重力異常図及び等値線を作成した。

mGalmGal

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p6-110 再掲新規

mGal mGal仮定密度ρ＝2.67/cm3，格子間隔1,000m，
コンター間隔は1mGal

重力異常の2,500m上方接続結果（広域）

（重力異常は1次傾向面を除去）

重力異常の2,500m上方接続結果（敷地近傍）2,500m上方接続結果を除去した

重力異常図（広域）

2,500m上方接続結果を除去した

重力異常図（敷地近傍）

（右図範囲） （右図範囲）
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 5,000ｍ上方接続について検討した。

 5,000ｍ上方接続結果は，敷地南方の泊層堆積域に対応する顕著な高重力域が認められない他，他高度の上方接続結果と比較しより大局的な構造観を示す傾向が認められ，敷地～敷
地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

 5,000ｍ上方接続結果を除去した重力異常についても， 他高度の上方接続結果を除去した重力異常と概ね同様の傾向が認められるが，敷地直下に小規模な凹地の存在が示唆されるも
のの，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

13．重力異常と地下構造

上方接続結果除去③

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のデータセットを用いて重力異常図及び等値線を作成した。

mGalmGal

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p6-111 再掲新規

mGal mGal

重力異常の5,000m上方接続結果（広域）

（重力異常は1次傾向面を除去）

重力異常の5,000m上方接続結果（敷地近傍）5,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（広域）

5,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（敷地近傍）

仮定密度ρ＝2.67/cm3，格子間隔1,000m，
コンター間隔は1mGal

（右図範囲） （右図範囲）



13-613．重力異常と地下構造

横浜断層と敷地～敷地近傍付近の比較

5,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（敷地近傍）

「地質調査総合センター（編）（2013），日本重力データベース DVD版」のデータセットを用いて重力異常図及び等値線を作成した。

重力異常図（敷地近傍）

1次傾向面を除去した

重力異常図（敷地近傍）

1,000m上方接続結果を除去した

重力異常図（敷地近傍）

 重力異常に基づく鉛直１次微分図を作成した結果，敷地～敷地近傍には不規則な形状の閉じたゼロコンターが認められるのみであり，敷地直下に小規模な凹地の存在が示唆されるが，敷地
～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められない。

 重力異常図，1次傾向面を除去した重力異常，1,000ｍ上方接続結果を除去した重力異常，5,000ｍ上方接続結果を除去した重力異常等について，いずれも下北脊梁山地の高重力異常域とむ
つ低地～陸奥湾の低重力異常域の境界部には，NNE−SSW方向の重力異常の急勾配域が比較的直線的に連続する。

 このNNE−SSW方向の急勾配領域のうち南部については，横浜断層（図中の赤線）が分布している。なお，北部については最大急勾配部との直接の位置的な対応は認められないものの，やや
東方に高重力域の段差が認められ，規模は小さいながらもこの段差の東縁をなす急勾配領域内に下北断層が分布している。

 一方，敷地～敷地近傍については，敷地直下に小規模な凹地の存在が示唆されるものの，少なくとも，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するような傾向は認められ
ない。

⇒重力異常に基づく地下構造の考察の結果，顕著な構造として横浜断層に概ね対応する位置に構造差が確認される一方で，敷地～敷地近傍に分布するNNE−SSW走向の断層群に対応するよう
な傾向は認められない。

仮定密度ρ＝2.67/cm3，格子間隔1,000m，
コンター間隔は1mGal

第643回審査会合（H30.10.19）

資料２－１ p6-123 一部修正新規

mGalmGalmGalmGal
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